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れた。奥島総長、中嶋校友会代表幹事臨席のもと、約 1 2 0名の 校友が参集、懇親会では早稲田
大学モダンジャズグループの演奏も加わって、盛況の裡に全大会は終了した。清瀬、東村山稲門会
と共に今大会の運営に携わった当会からは高橋会長ら 1 6 名が出席、会場を盛り上げた。

納涼会開かる
9 月 8 日（土）午後 6 時、 44 名の参加を得て成美教育文化会館 1 階ギャラリーで開催された。

生憎の雨模様で、予測人数を若干下回ったが、今夏の異常とも言える猛暑を元気に乗り越えた若々
しい会員が久しく顔を揃えた◇
本年度新しく発足した同好会の部会長が思い思いに部会紹介を行い、早速部員となる会員もあっ

た◇ 今回初めてカラオケが持ち込まれ、会長を始め多数が自慢の喉を聞かせてくれた。親睦の輪が
いよいよ広がる中、惜しくも終宴を迎え、 9 時過ぎ散会。

「東久留米雑学塾」開講
1 0 月 7 日（日）幸町市福社センターて当稲門会主催の「雑学塾」が産声を上げた。記念すべき

初回の講師は当会顧問の坂本信太郎名誉教授、演題は「川柳から見た江戸の庶民」◇初回の講演を

戴くにあたり、同氏はほぼ 5000句の江戸川柳に目を通され、内 1 8 8句を抜粋されて、往時の
庶民のありようをわかりやす＜紹介、解説された。往時の下級武士と町人（中流）が詠った付句

（川柳） 40句の紹介解説が終わったところで、残念なことに時間が来てしまい、一般町人が詠ん
だ講師引用句はカットされた。紹介された下級武士と中流町人の川柳の中から更に 1 句づつ抽出し

て（講師による）、ここに紹介し、一般下民の川柳は又の機会に委ねることにしたい。

御出入り三人扶持で泣寝入り

ばけそうな花婿の出るするが丁

（受講者 39 名（含会員外 7 名））

ホームページ公開のお知らせ 製作責任者松崎博監事
東久留米稲門会のホームページを 1 1 月 3 日（文化の日）に開設いたします◇ 以後2ヶ月鉦奇数
月に内容を更新する予定です。身近なニュースで見て楽しいホームページにしたいと思います。皆

様からの話題・写真の提供をお待ちしております。ホームページのアドレスは

http://homepageZ.nifty.com/35Z9Z です。

ホームページの製作は初めての経験で、どのソフトを用いればよいのか、またどのように編集す

ればよいのか迷いましたが、今回の方針は、

・早稲田カラーである海老茶系の色合いで纏める．

・派手なホームページにならないように

です。ご意見ご感想をお寄せ下さい◇
(e-mail address: w-higashikurume@nifty.com) 

ポストマン担当地域の一部変更がありました
ポストマンのご苦労により通信費が大きく削減されてきています。 ポストマンの皆様、暑かっ
た夏の中ご苦労様でした。引き続き宜しくお願い致します。一部ポストマンの担当地域が変わりま
した。新しく神宝町が安次峰氏、学園町が高橋（勤）氏の担当にそれぞれ加わり、弥生が比護氏か

ら、佐々木氏に移行されました。修正リストを下記再掲します。尚 ポストマンとしてご協力戴け
る方がおられましたら、お申し出下さい。、

1 区 井坂宏氷川台 棚野愛子 上の原、金山町の一部

―＿ー―-―-―-安次隆賑―—一神宝町ー、太門阿傘山町の一て踊――--――--―――――――--―_:——"---—---------—-—---—-— 
2 区 裔橋 勤 新川町、浅間阿,._~学園町---―--―---松崎―---欝―--一本町一--_-__ -_ --: ------—---

―― _a区------森田ー一＿ー一隆―--―-中央町一直蜘ゴ網＿―-―-―-佐夕椋逹てー一ー一一煎武弥生―――――-—
4 区 帆角信美 下里、野火止、幸町 竹山信保 小山

――――---―--―――――――---――――――一八幡町、一柳窪{ 6 区） , —————-----------------------------~---------――一—----――――-
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寝覚めの床などを観光。信州信濃の新蕎麦に舌鼓をうったあと、車窓にすすきの群生を見やりな
がら中央道を走り抜け、午後 5 時過ぎ無事東久留米に到着した。 （比護記）

囲碁部会
9 月 3 0 日、日本棋院で第一回首都圏オール早稲田囲碁祭が開催され当会よりは 2 チームが参

加した。首都圏稲門会から総勢 3 2 チーム (1 チーム 5 人編成）が出場したが、 2 チーム出場は
当会の他、横浜稲門会、世田谷稲門会の 3 会だけであった。結果は普戦及ばず不本意な成績に終
わってしまった。最高齢 9 1 歳の二段が横浜稲門会代表として元気に出場されていたのが注目を
浴びた。 （西村記）

1 0 月 1 3ｷ1 4 日、第 5 回囲碁部合宿を三浦半島のリゾートホテル「マホロバ• マインズ三
浦」にて行った。残念ながら直前になって、安藤会長が病気欠席となり、総勢 7 名での総当たり
リーグ戦を行った。

大激戦の末、小仁井七段、辰已四段、酒井一級がそれぞれ 4 勝 2 敗でトップに並んだ。時間の

関係でプレイ・オフは行わず、対局内容、将来性の期待等から、最年少の酒井一級の優勝を満場
一致で決定し、併せて初段昇格を決めた。

1 1 階の海の跳望が素晴らしい部屋、海の幸に恵まれたバイキング（ローストピーフを平然と

食した強者もいた）など、充実した時間を過ごし、翌日、各自次回を期してそれぞれの家路につ
いた。 （辰巳記）

女性サークル部会
＜世界遺産「ポンペイ展」を見学して> 1 0 月 1 6 日嚢（火）男子 2 名女子 6 名計 8名で、江

戸東京博物館で開催中の「ポンペイ展」を見学しました◇ ポンペイは古代ロ一マ時代、 1 万数千
人（約半数が奴隷）が住み、農業や貿易で栄えましt~し。しかし西暦 79 年（フニクリフニクラで
有名なヴェスヴィオ山が噴火。麓にあったポンペイは、有毒ガスをふくんだ熱風と火砕流が山か
らはき出され、街は 5.-......6 メートルも積もった灰に埋もれます。ポンペイは跡形もなく埋まつて
しまいました。都のロ一マからは視察官が派遣されましたが、なすすべがないと判断し街を見捨
てます。こうしてポンペイは人々の記憶から消えて行きました。 1 8世紀のある日、ポンペイの
隣町で、井戸の工事中に古代の建物の一部が出てきました。このことが地下に街があることを知
らせることになり、ヨーロッパの人々の古代へのロマンをかきたてたのです。発掘がすすむにつ
れ、 2 0 0 0 年前の歴史の真実を見せてくれました。苦悶に満ちた人間や動物の遺体に見る最後
の瞬間、一鎖につながれていた番犬の石膏型どり、犠牲者の樹脂型どり等。

地震や火山災害の多い日本にとって、噴火で埋没したポンペイの悲割は決して他人事
ではありません。火山は怖いものだ。火砕流は恐ろしい。火山国の日本としては身につ

まされるものがあります。しかしポンペイ周辺の人々は、火山を間近にしながらも風光
明媚なこの地を愛し暮らし続けています。この事実は有珠山や雄山の人々にも「厳しい
自然と共にヵ強く生きていこう」という歴史からのメッセージではないでしょうか。

ポンペイの遺跡から推測できる古代ロ一マの豊かな暮らし、高い文明、技術は現代の目から見
ても豊かさが感じられます。約 2 0 0 0 年前（弥生時代）すでに上下水道や舗装道路などの公共
施設が備わっていたことです。 3 つの浴場で汗を流し、刺場で芝居を楽しみ、市塔で買い物をし、
邸宅には噴水つきの庭があり、部屋の壁はフラスコ画やモザイクで飾られていました。しかしポ
ンペイの住人のすべてが豊かさを楽しんだのでしょうか。ロ一マ軍に連れてこられた奴隷逹の労
カ、技術、優秀な頭脳によって一部の権力者金持ちが満喫したのではないでしょうか。現代のも
のと遜色のない精巧なガラス細工、台所用品、見事な壁画、モザイクの壁、パン屋の道具類、才
リープ油の絞り機、メナンドロスの首飾り、医療器具、土木建築の用具等々を見学しながら、し
みじみ思いをめぐらし考えを深めたことでした。それぞれに充実した見学会であったことを語り
合い、第ーホテル両国で昼食をいただいて解散しました。 （部会長 大川洋子）

太極拳部会
9 月 1 日（土）市民プラザで発足以来既に 4 回を終了しました。より良い健康保持が渇望され

-4-
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